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このように使っています！
　本市では、地方自治法及び条例等の規定に基づき、議会議員の調査研究に資するため必要な経費の一部
として、議会における会派に対し1人当たり月額1万円を政務調査費として交付しています。
　また、支出残額がある場合には、市に返還しています。
　平成 22 年度の各会派の政務調査費決算については次のとおりですが、平成 22 年度は改選期のため、平
成22年 7月 1日から平成23年 3月 31日までの期間分となります。（交付額は各自治体で異なります。）

平成２２年度政務調査費　決算一覧表

《二本松市議会政務調査費の交付に関する規則別表で規定する政務調査費使途基準》
項　　　目
研究研修費

調 査 旅 費

資料作成費

資料購入費

広　報　費

広　聴　費

人　件　費

事 務 所 費

その他の経費

内　　　　容
      

会派の行う調査研究活動のために必要な先進地又は現地調査に要する経費

会派の行う調査研究活動のために必要な資料の作成に要する経費

会派の行う調査研究活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

会派の調査研究活動、議会活動及び市の政策について住民に報告し、広報するために要する経費

会派が住民からの市政及び会派の政策等に対する要望及び意見を聴取するための会議等に要する経費

会派の行う調査研究活動を補助する職員を雇用する経費

会派の行う調査研究活動のために必要な事務所の設置及び管理に要する経費

上記以外の経費で会派の行う調査研究活動に必要な経費

会派が研究会若しくは研修会を開催するために必要な経費又は会派の所属する議員等が他の団体の開催する
研究会若しくは研修会に参加するために要する経費    

小林   均斎藤広二
菅野   明
平   敏子

菅野寿雄
熊田義春
安斎政保

佐藤源市
浅川吉寿
髙橋正弘
安部匡俊
斎藤賢一

中田凉介
佐藤公伯
五十嵐勝蔵
佐藤   有
堀籠新一
平塚與志一
深谷勇吉

野地久夫
鈴木利英
本多勝実
平栗征雄
市川清純
新野   洋
斎藤周一
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公明党日本共産党
二本松市議団市政会あぶくま会真誠会会派名

結成年月日

会派構成

市への返金額　（Ｃ）

収支差引　（Ａ－Ｂ）
（マイナスの場合は０）

会派への交付額　（Ａ）

会派での支出合計　（Ｂ）
（自己負担額を含む全額）

市政刷新会議
「創松未来」

２６人

計

資料作成費
資料購入費
広報費
広聴費

その他の経費

研究研修費
調査旅費

（調査先等）

90,000

346,064
11,070
147,420

186,000
岩手県遠野市
岩手県釜石市

10,000

208,530

20,605

255,106
千葉県佐倉市
千葉県香取市

20,488

4,080

150,180

東京都台東区

11,960
3,690
188,212

90,000
591,286

42,448
14,760
890,226
4,080
20,605

0

0

0

0

111,510

111,510

24,865

24,865

350,326

350,326

275,958

275,958

762,659

762,659

90,000

90,000

270,000

346,064

270,000

158,490

450,000

425,135

630,000

279,674

630,000

354,042

2,340,000

1,653,405

（単位：円）

内　
　

訳

政務調査費


